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今日、自動運転の実用化に向けた技術開発の進歩が目覚ましい一方で、法制度の整
備が急務となっている。例えば、「自動運転で走行している車が、衝突を回避 するため

にハンドルを切り、歩行者をはねてしまった」場合、その車の利用者や技術開発者は、
刑法上の緊急避難を根拠に不可罰となるだろうか。これは、古く から議論されてきたトロ
リー問題と核心を同じくする。

本講演では、自動車大国として名高いドイツでの議論も紹介しながら、自動運転をめぐ
る刑法上の問題について検討を試みたい。
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